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安曇野市 市⺠⽣活部 環境課

令和 6 年 7 ⽉ 6 ⽇（⼟）9:30 〜12:00

 光城⼭の⼭頂付近（豊科）において、令和 6 年度第 1 回⽬の⾃然観察
会を開催しました。
 講師の那須野さん・中⽥さんから、昆⾍などの⽣きものを採取・観察
する⽅法や⽣態系などについて教わりました。また、SAKURA プロジェク
トの⻑﨑さんに、光城⼭における市⺠活動についてご紹介いただきました。

を開催しました

光城⼭⼭頂付近（豊科）

35 名

開催日時

那須野 雅好さん  中⽥ 信好さん  ⻑﨑 要さん 

開催日時

会　　　場

講　　　師

参加者数

はじめに、さわるとかぶれるカミキリム
シやハチなどの説明がありました

オオルリシジミを守る活動でクララを
植えていることを聞きました

⽻化したばかりのガを観察しました

ほぼメスしかいないナナフシモドキの
不思議な広がり⽅について学びました

花に集まる⾍をあみで採る⽅法を教わ
りました

光城⼭の⾃然や歴史、SAKURA プロジェ
クトの活動についてお話を聞きました

●ウスバキトンボ
●ウラナミシジミ
●キアゲハ
●コオニヤンマ
●ツマグロヒョウモン
●トラフシジミ
●ベニシジミ
●マメコガネ
●ルリボシカミキリ

ツマグロヒョウモン

マメコガネ 光城⼭のサクラ

光城⼭のサクラは、⼤正天皇の即位を記念して地元
の⻘年団が植樹したのが発端といわれ、その後永き
にわたり守り育てられてきました。近年⽼⽊化の進む
サクラや⾃然環境の保全を⽬的に、平成 26 年 4 ⽉
には地元住⺠や専⾨家、市な
どが協働で取り組む「光城⼭
1000 ⼈ SAKURA プロジェク
ト」が設⽴され、課題解決に
向けた活動が⾏われています。

（光城⼭ 1000 ⼈ SAKURA プロジェクト）
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安曇野市 市⺠⽣活部 環境課

令和7年2月22日（土）10:00～12:00

清流が流れる冬の高瀬川において、令和6年度第3 回目の自然観察会を開
催しました｡
　はじめに、伝統的なカジカ漁（筌漁）の仕掛けの造り方を見学して筌漁に
ついて学んだ後、実際に仕掛けられていた筌で獲れたカジカや、高瀬川周辺
に生息する魚や水生昆虫などを観察しました。また、カジカを保全する取り
組みとして産卵床を造成したり、漁法の一つである投網の体験もしました。

を開催しました催開 たを開開催しまししたたました開催催し たま開を開 たしを開催しました

高瀬川（明科）

35名

開催日時

犀川漁業協同組合
熊井正敏さん、矢花侑夫さん、小林宗次さん

開催日時

会　　　場

講　　　師

参加者数

はじめに、筌漁でどのようにカジカを
捕まえるかの説明を聞きました

筌場の造り方を見学したあと、最後に
みんなで石を運んで完成させました

仕掛けてあった筌で捕れたカジカを
みんなで観察しました

瓦でカジカの産卵床を造り、カジカの
保全についても学びました

観察会中、高瀬川では珍しいアカザが
偶然出現し、間近で観察できました

投網の投げ方を学び、陸上で実際に
投げる体験をしました

●アカザ
●ウグイ
●カジカ
●カワヨシノボリ
●コイ
●スナヤツメ類
●ドジョウ
●ニジマス
●ヤマメ スナヤツメ類

アカザ

●オニヤンマ（ヤゴ）
●ガガンボ類（幼虫）
●コカゲロウ類
●チラカゲロウ
●ヒゲナガカワトビケラ
●ヒラタカゲロウ類
●ヘビトンボ
●マダラカゲロウ類
●サワガニ ヘビトンボ

サワガニ

清流高瀬川で続く清流清流高瀬高瀬川で続く

いて、令和6年度第3 回目の自然観察会を開

をををををををカジカ漁を学ぼうカジカ漁カジカ漁を学ぼうぼう
うけりょう
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安曇野市 市⺠⽣活部 環境課

令和 6 年 7 ⽉ 27 ⽇（⼟）9:00 〜11:30

烏川渓⾕緑地の⽔辺エリアにおいて、令和 6 年度第 2 回⽬の⾃然観
察会を開催しました。
 エリア内の烏川と⼩野沢川で⽔⽣⽣物をつかまえた後、その名前や
捕まえた数を調べました。隣り合う川でも環境の違いで⾒つかる⽣き
ものが違うこと、⽔⽣⽣物から⽔質判定ができることを学びました。

を開催しました

烏川渓⾕緑地・⽔辺エリア

28 名

開催日時

⻫藤 雄太さん

開催日時

会　　　場

講　　　師

参加者数

たも網を使って、⽯の隙間などにいる
⽣きものをつかまえました

写真を参考に、つかまえた⽣きものた
ちを仲間ごとに分けました

⽣きものの名前や何匹いるか数えると
ともに、その特徴などを教わりました

⾒つけた⽣きものを集計した結果、ど
ちらの川もきれいな⽔と判定されました

環境によって⾒つかる⽣きものが違う
ことを学びました

●イワナ（⿂）
●オニヤンマのヤゴ
●ガガンボ類
●カクツツトビケラ
●カジカ（⿂）
●サツキヒメヒラタカゲロウ
●サナエトンボ類のヤゴ
●サワガニ★
●タニカワカゲロウ類 オニヤンマ

モンカワゲラ

●ナガレアブ類
●ナガレトビケラ類★
●ナミウズムシ★
●ヒラタカゲロウ類★
●ヒゲナガカワトビケラ
●フタスジモンカゲロウ
●ヘイケボタル
●マメゲンゴロウ
●モンカワゲラ★
●ミズムシ類★ サワガニ

イワナ

烏川渓⾕緑地・⽔辺エリア内の烏川と
⼩野沢川で⽣きものをさがしました

★：水質判定の指標生物となっている種


